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はじめに 

本製品をお買い上げいただき、誠にありがとラございまず。 

正しく安全にお使いいただくため、ご使用前に必ず取扱説明書 （ 本書） 
をよくお読みください。 

誤った取り扱いをした場合、死 t や重傷に結びつく重大な事故、または 
家屋や家財の損害げ生じる危険性がありまず。 

また、本製品の故障や不具合の原因となる可能性があります。 


パッケージ内容物 

お買い上げいただいた製品には、ソ下のちのが入っています。 
ずべてそろっているかご確認ください。 

■デジバム DF 18 SV 本体 
■キーチェーン 
■アクリル台 
■ USB ヶーブル 
■取扱説明書 
■ソフトウエア CD-ROM 
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ソフトウエアイシストール方法 


X 下記操作方法は、お客様のノ（ソコンなどのご利用環境によって異なる 
部分がございまず。 

1. ソフトウェア CD - ROM をパソコンの光学ドライブにセットしまず。 

2. 「マイコンピュータ」から、 t ットしたソフトウェア CD - ROM を開 
さます。 

「マイコンピュータ」か6、セットしたソフトウェア CD - ROM を開きまず。 
「 Setup . exe 」 をタブルクリックして起動させインストールを開始しまず。 
何回か確認を求められる場合がありますが、すべて roKj で進んでくだ 
さし、。 

3. 付属の USB ケースレのルさいコネクタ （ min 旧端子）を製品本体に接 
続し、大きいコネクタ （ TYPE - A 端子）をパソコンに接続します。 

製品本体の画面に 「USB Update 」 と fPhotoviewerJ が表示されまず 
ので ruSBUpdete 」 を選択しまず。 


4. Windows が'自動的に本製品を検出しまず。 Windows が新しいデバイ 
スを検出し、八ードウエアのインス!ルを行いまず。 

八ードウエアのインス I ルに関しての詳しい内容はご'利用の 0 S のマ 
ニユア>1レを参考にしてください。 
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画像ファイルの取り込み方法 


1. パソコンに本製品を接続します。 


2. インストールした r Photo Viewer ] を起動しまず。 

X パソコンとの接続を確立せずに 「Photo Viewer 」 を起動することはで 
きません。 

※製品本体の画面にに onnecting 」 と表示されていれば、パソコンとの 
接続が確立されていまず。 

3. パソコン内の画像ファイルが格納されているフォルダを「フォブ 
ラウザ (Browse for Images )」 にて選択します。 

選択したフォルダ内に格納されている画像ファイ J レがサムネイ J レ表示さ 
れまずので、取り込みたい画像を選択します。 

選択中の画像（周りにラインが入つている状態）で 「 Add ね Collection 
Panel 」 ボタンをクリックずると 「Collection Panel 」 に追加されまず。 
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4. 「Collection Panel 」 に画像を追力□し終わった後に 「Transfer 
Collection to Device ] ボタンをクリックしまず 。 「Photo Viewer 」 に 
転送の進巧げ況げ表示されます。 

5. 正常に転送げ完了したら 「Photos on Device 」 に画像が表示され、 
製品本体に画像が取り込まれました。 

6. 「Photos on Device 」 で画像を選択して 「 Delete 」 ボタンをクリック 
すると製品本体内の画像が削除されまず。 

7. 「Photo Viewer 」 では簡易画像編集が可能でず 。 「Crop Photo 」 ボタ 
ンをクリックすると編集ウインドウが開きます。 

「 Rotate 」 /ザタンをクリックずると左ち90度ずつ回転させます。 
「 Brightness 」 のスライタ'—を左もにずらずと明るさを調節できまず。 

に ontrast 」 のスライダーを左ちにず6すとコントラストを調節できま 
す。 

「 Done 」 ボタンをクリックずると編集された画像がに ollection Panel 」 
に追力日されます。 

※元画像は編集されませんのでごをむください。 
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各ボタシの説明 


1. 電源 ON/OFF 

「電源ボタン」むを3秒間長押しずると、電源の ON / OFF ができまず。 

2. 画像の切り替え 

「下ボタン」 f を押ずと、次の画像に行きまず。 

「上ボタン」 を押ずと、前の画像に戻ります。 

3. 才ートプレイ ON / OFF の切り替え 

電源が ON の状態で「電源ボタン」むを押すと才ートプレイの 
ON / OFF が切り替え6れます。 


4.1 枚の画像を削除ずる 

削除したい画像げ表示されているときに、 「 DELETE ボタン」~を押す 
と 「 Delete ?」 と表示されるので「電源ボタン」なを押して削除を確を 
しまず。 


日.全画像を削除ずる 

画像が表示中に 「 DELETE ボタン」—を3秒間長押しすると 「Delete 
All ?」 と表示されるので「電源ボタン」6を押して削除を確定します。 
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内蔵バッテリーについて 

本製品の内蔵バッテリーは USB ケースレから充電されます。 

パソコンの USB ポートにケーブルを接続ずるだけで充電を開始しまず。 

通常、1〜 1.5 時間ほどで完全充電されますが、お客様の環境によって 
若干異なりまず。 

内蔵バッテリーの充電状態は製品本体の画面のバッテリーアイコンにて 
確認できまず。 

才ートプレイが OFF の場合、バッテリーの節電のため、数分後に本体の 
電源が自動的に OFF になりまずのでご注意ください。 


7 



各部の説明 
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製品の技術化様 


品名 

デジバム 1.8 インチシルバープラスアクリル 

型蚕 

DF18SV 

ディスプレイタイプ 

TFT カラー液晶スクウェア 

ディスプレイサイズ 

1.8 インチ縦横両対応 

実エリア表示サイズ 

28x36mm 

解像度/表示色 

160x128 ピクセル/ 65536色 

輝度/コントラスト比 

160cd/ ni / 450 :1 

LCD 寿命 

13,000時間 

内蔵メモリー/収納画像枚数 

1MB/ 50枚 

対応フォーマット[静止画] 

JPG, BMP, GIF 

接続インターフェース 

USBl.l 対応 （min 旧)、 Full Speed 

対応05 

Windows Vista / XP / 2000 

充電時間/使用時間 

2 時間/ 2 時間 

電源 

USB ケーカレにて給電 

消費電力/消費電流 

3.7V/80mA 

本体サイズ/重量 

72x43xl3mm(WxHxD)/ 38g 

使用温度-湿度範囲 

-20 〜 70 度/ 30 〜80%(結露なきこと） 

各種取得規格 

CE, FCC, RoHS 


取り扱いに関ずるご注意 


本製品は精密機械につき、ミ主意してお取り扱いください。 

液晶ディスプレイには直接触れないでください。 

本製品の液晶ディスプレイに指紋の油脂分が付着ずると完全にふき取る 
こ とが難しい場合がありまず。 

本製品をな管、設置ずる際は安定した平らな場所に置いてください。 

不安定な場所に置くと、ひっくり返ったり、傷が付いたりして製品に損 
傷を及ぼす恐れがあります。 

直が曰化があたる場所や、高温の場所を避けてください。 

製品に何6かの損傷をもた6したり、製品寿命を縮める恐れがありまず。 
本製品をス I ブやホットプレートなどの発熱する器具の上や、そばに 
置かないでください。 

直射日光や反射光を避けてご利用ください。 
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雨、水滴、湿気など湿度が高い場所を避けてください。 

植木や、シンクのそばなど水がかかったりずる恐れのある場所に置かな 
いでください。 

液晶デイスプレイれ本体、またはケースレなどに無理な荷重をかけたり、 
鋭利なちので刺さないよラにしてください。 


換気について 

本製品の故障や誤作動を防ぐために、高温の場所を避け、よく換気され 
た場所でご‘利用-な管してください。 

その他のご注意 

警告：絶測こ本製品を分解しないでください。 

本製品の内部にはお客様の通常利用に必要な設定やパーツなどはござい 
ません。 


お客様本人での修理はお止めください。 

修理権限を与えられたスタツフ L ソ外の修理作業はな証対象外になりまず。 
本製品か6発煙や異音、または異臭がした場合、直ちに電源をオフにし 
てメーカーまでご連絡ください。 
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本化のお手入れについて 


▼ 電源がオフになつている状態をご確認ください。 

▼ 本がや液晶デイスプレイに直}妄液体やスプレーををいだり、吹き付け 
た0しないでください。 

液晶デイスプレイのクリーニシグ方法 

1. 清潔な柔6かし^不織布で液晶デイスプレイを拭いてください。ホコリ 
などの粒子を取り除きまず。 

2. ミちれが目立つ場合、清潔な柔らかい不織祝こアンモニアやアルコール 
を含まないガラス用のクリーナーを少量つけて、液晶デイスプレイを拭 
いてください。 

本体のクリーニシグ方法 

1. 乾いた柔らかい布を使って本体を拭いてください。 

2. 巧れが目立つ場合、清潔な柔らかい不織布にアンモニアやアルコール 
を含まない非研磨材洗剤を少量つけて、本体を拭いてください。 
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アクリル台のクリーニシグ方法 

1. 乾いた柔らかい布を使って本体をないてください。 

2. ミちれが目立つ場合、清潔な柔らかい不織布にアンモニアやアルコール 
を含まない非研磨材洗剤を少量つけて、本体を拭いてください。 


を意 

メーカーでは液晶ディスプレイや本体のお手入れにアンモニアやアル 
コー J レを含む洗剤の利用を巧奨していません。 

化字系洗剤を利用することによって、液晶ディスプレイや本体を破損す 
ることが報告されています。 

この手の洗剤を利用ずることによる、お手入れ時の破損や故障などはメー 
力一な証対象外となりまずのでご'ま意ください。 


お問い合わせはこちら ••• 

ち P 艮会なミ毎連サポートデスク 

干 359-1115 埼玉県所お市御幸巧 11-1 豊栄ビル 
TEL : 04-2928-6836 FAX : 04-2929-6297 
eMail : support @ kairen - co.jp 
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